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「新・理想郷プラン」第 2次基本計画
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施
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に
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を
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発
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、
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社
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展
さ
せ
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ら
、
ま
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取
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名
張
市
総
合
計
画
「
新
・
理
想
郷

名
張
市
総
合
計
画
「
新
・
理
想
郷

プ
ラ
ン
」
の
さ
ら
な
る
推
進

プ
ラ
ン
」
の
さ
ら
な
る
推
進

◎ " 名張版ネウボラ " の推進
◎ 育ちと学び、人と人をつなげる小中一貫
教育の推進

◎ 子育てしやすい労働環境整備
◎ 安心・安全な子育て環境づくり   
◎ 病院機能の充実 (産婦人科の開設 )

◎ " 健康なばり " の推進 
◎ 世代間交流の促進による地域の元気創造
◎ 支え合いの地域福祉の推進
◎ 「達成感」や「連帯感」を育む生涯スポー
ツの推進

◎ 多様な生涯学習機会の提供

◎ 就業機会の確保と雇用の創出 
◎ 地域産業を担う人材の育成
◎ 地域産品、地域資源を活用した " 名張ブ
ランド " の創出

◎ 自然・食・歴史・文化などを活用した観
光戦略の推進

◎ シティプロモーションの展開
◎ 移住の促進と支援   

■ 元気創造プロジェクト

■ 若者定住プロジェクト

■ 生涯現役プロジェクト

3つの重点戦略

平成平成 3131年度施政方針年度施政方針
　平成　平成 3131 年度の市政運営について、３月の定例市議年度の市政運営について、３月の定例市議
会で亀井市長が基本的な考え方を述べました。今号で会で亀井市長が基本的な考え方を述べました。今号で
は、その一部を紹介します。（市ホームページに全文は、その一部を紹介します。（市ホームページに全文
を掲載しています。）を掲載しています。）

　「新・理想郷プラン」基本構想に掲げる「豊かな自然と文化に包ま
れて誰もが元気で幸せに暮せるまち　名張」の実現に向けて、地域共
生社会をより進化発展させ、行政と市民が一体となってさらなる推進
を図るための計画として、第 2次基本計画を策定しました。

  総合企画政策室　  63‐7389

地域共生社会の
進化発展

人口減少に立ち向かうため、市民や地域が主体となっ
て助け合う地域共生社会を進化発展させ、地域の実情
に応じた自主・自立によるまちづくりを目指します。

目標達成に向けた的確な進行管理を行い効果・効率
的な施策展開を図ります。

将来にわたり持続可能な行財政運営に取り組み、市
民の期待に応える魅力あるまちづくりにつなげます。

第１次基本計画
（３年）

第 2次第 2次
基本計画基本計画

【名張市総合計画の計画期間】

　第 2次基本計画は、2019年度～ 2022年度の 4年間とします

「新・理想郷プラン」基本構想
2016（平成 28）年度 から概ね１０年間

　2016 年度 　2019 年度 　2022 年度 　2025 年度

【計画の推進にあたって】

適切な進行管理

持続可能な
行財政運営
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関
係
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表
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